
 
平成１５年１１月２０日 

 

各          位 

 

会 社 名  楽    天    株    式    会    社 

代表者名  代表取締役会長兼社長 三木谷 浩史 

（登録銘柄・コード４７５５） 

問合せ先 

常 務 取 締 役           山田 善久 

電話      ０３－４５２３－８００１ 

 

ＤＬＪディレクトＳＦＧ証券(株)の子会社化に関するお知らせ 
 

当社は、平成１５年１１月２０日開催の当社取締役会において、ディーエルジェイディレクト・エス

エフジー証券株式会社の株式を取得し子会社とすることに関し、下記のとおり決議いたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．子会社となる会社の概要 

① 商 号  ディーエルジェイディレクト・エスエフジー証券株式会社

② 所 在 地  東京都千代田区神田神保町１丁目１０５番地 

③ 代 表 者 の 氏 名 
 代表取締役会長 ローズマリー・マックファデン 

代表取締役副会長兼社長 國重 惇史 

④ 設 立 年 月 日  平成１１年３月２４日 

⑤ 事 業 の 内 容  オンライン専業証券会社（オンライン証券取引サービス『Ｄ

ＬＪディレクトＳＦＧ』の運営） 

⑥ 決 算 期  ３月３１日 

⑦ 従 業 員 数  １１２名（平成１５年９月３０日現在） 

⑧ 資 本 の 額  ３，０００，０００千円（平成１５年９月３０日現在） 

⑨ 営 業 収 益  ６，０１４，９１４千円（平成１５年３月期実績） 

⑩ 営 業 利 益     △ ７３，６２３千円（平成１５年３月期実績） 

⑪ 経 常 利 益        ２０，１７８千円（平成１５年３月期実績） 

⑫ 当 期 純 利 益   △ ２９７，２３８千円（平成１５年３月期実績） 

 

 

２．異動の前後における当社の所有に係る子会社の議決権の数及び議決権の総数に対する割合 

   （異動前）  （異動後） 

① 当 社 所 有 議 決 権 数  ０個  ５８，０００個 

 （ 当 社 所 有 株 式 数  ０株  ５８，０００株）

② 議 決 権 の 総 数  ６０，０００個  ６０，０００個 

 （ 発 行 済 株 式 数  ６０，０００株  ６０，０００株）

③ 議決権の総数に対する割合  ０％  ９６．６７％ 

 （発行済株式数に対する割合  ０％  ９６．６７％）

 

 



３．異動の内容及びその年月日 

① 内 容  CSFBdirect Asia Holdings, Inc.より３０，０００株（発行済株式総数

の５０．００％）、株式会社三井住友銀行より１０，７５０株（同 

１７．９２％）、株式会社インターネットイニシアティブ、住友商事株

式会社、住友生命保険相互会社より各３，７５０株（同６．２５％、小

計１８．７５％）、三井住友海上保険株式会社、住友信託銀行株式会社

より各３，０００株（同５．００％、小計１０．００％）、 

合計５８，０００株（同９６．６７％）を取得する予定であります。 

② 異動年月日  平成１５年１１月２６日株券譲受 

 

４．譲受金額 

株式譲受金額  ３０，１１１百万円 

劣後特約付借入金引受額   ３，０００百万円 

なお、譲受資金については、公募調達資金をもって充当する方針であります。 

 

５．異動の目的 

日本証券業協会の調査によると、平成１５年度上半期（４～９月）の個人投資家による株式

取引のうちオンライン経由が占める比率は推定で７１％に至る等、オンライン証券取引は代表

的なインターネット・サービスの１つとして定着しております。（出所：日本経済新聞 平成

１５年１１月１日） 

ディーエルジェイディレクト・エスエフジー証券株式会社は、平成１１年３月の設立以来順

調に業容を拡大し、平成１５年９月末現在で国内第３位の口座数を有するオンライン専業証券

会社に成長しております。なお、口座数は１４６，９２０口座（前年同月比１１％増）、預り

資産残高は４８５，８３１百万円（同３０％増）、一日あたり平均売買代金は６３，８５１百

万円（同２８２％増）に達しております。 

また、同社の収益構造上の特徴としましては、同社が運営するオンライン証券取引サービス

『ＤＬＪディレクトＳＦＧ』にて提供しておりますリアルタイム証券取引ツール『マーケット

スピード』が、売買頻度の高いアクティブな投資家層からの支持を受けており、業界の中でも、

取扱口座数と比較して売買代金が大きい傾向を有しております。 

今後の同社の成長戦略においては、これまで培った同社のブランドイメージを維持しつつ、

のべ会員数約２，０００万人を抱える当社グループの各種インターネット・サービス（『楽天

市場』、『infoseek』、『旅の窓口』など）との連携強化による新規ユーザー獲得、既存ユーザー

の囲い込み強化を進めるとともに、新たな金融商品・サービスの投入を行い、アクティブトレ

ーダーから初心者まで広範なユーザー層をカバーする国内 No.1 のオンライン専業証券会社へ

の発展を目指します。 

当社グループとしても、これまで拡充を進めてきたインターネットを利用したサービスに新

たにオンライン証券取引という有力な金融サービスを加えることによるグループ全体の業容

拡大と事業基盤拡充が期待されることから、同社の子会社化を決定いたしました。 

 

６．今後の業績に与える影響 

当社では、インターネット業界の歴史が浅いこと及び環境の変化が激しいことなどの理由に

より、従前より業績見通しを発表しておりません。 

「５．異動の目的」にて記載しましたとおり、ディーエルジェイディレクト・エスエフジー

証券株式会社の業容は順調に拡大しております。今後は当社グループ各社とのシナジーを通じ

た対象ユーザー層の拡大を図り、これによる収益機会の拡大を見込んでおります。 

なお、平成１５年１２月期の当社連結業績への影響については、平成１５年１２月末日をみ

なし取得日として同社の連結を開始することに伴い、約２６，０００百万円の連結調整勘定償

却額（特別損失）の計上を見込んでおります。 

また、平成１６年１月１日より同社の損益計算書項目の連結を開始するため、売上高、営業

利益及び経常利益などの業績指標について相当額の影響があると考えております。 

 

 

以  上 


